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研究成果の概要（和文）：  
 
社会的知性を実現する脳機能の解明という目標に向け、本研究を推進した。諸処の成果を挙げたが、

ここでは中心的成果を述べる。非社会的意思決定と社会的意思決定の関連の解明を目指したヒトｆMRI

実験で、自らの報酬を予測する条件と、他者の報酬予測を予測する条件を比較し、モデルベースド解

析手法を用い、価値意思決定の情報処理過程の主変数と脳活動の対応を解明した。自らの報酬予測

の機能を基に、他者の報酬予測のシミュレーションを行う部位として腹内側前頭葉が中心的役割を示す

ことが分かった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
We conducted studies with an ultimate aim of elucidating neural computations for social 
decision making. While we made several achievements towards the aim, here we 
summarize the result of a most central study. Using human fMRI experiment, combined 
with so-called model-based analysis, we investigated brain functions for value-based 
decision making, comparing two situations; when the subject makes value-based decisions 
for their self reward and when the subjects predicts what value-based decision another 
person would make, when the other person is in the same situation for themselves.  We 
found that the ventromedial frontal cortex plays a central role in simulating the other’s 
value-based decision making process. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は、意思決定の脳機能研究の国際的

な潮流を俯瞰し、「今後の進展に本質的に何

が重要か」、「理論脳科学の最も有効な研究は

何か」を考察して着想するに至った。本研究

では、意思決定の中でも、価値に基づく意思

決定／行動選択（value-based decision 

making, VDM）の研究に焦点をあてた。VDM の

近年の目覚しい発展には、二つの世界的な研

究の潮流がある。それは、「非社会的な VDM 

（non-social VDM, NVDM）」と「社会的な

VDM(social VDM, SVDM)」である。NVDM は、

たとえば神経生理学や心理物理学で伝統的

に主流の研究、いわば“通常”’の研究に対

応する。そこでは、社会性とは無関係な状況

での生物１個体による「非社会的の意思決

定」が研究される。最近の NVDM 研究の興隆

は、たとえばドーパミン神経細胞活動の報酬

予測誤差仮説に代表されるように、理論

（例：強化学習理論）と実験の融合に支えら

れている。その一方で、SVDM の研究の発展は、

たとえば「囚人のジレンマ」ゲーム課題を利

用した fMRI 実験などの、他者が関与する社

会的状況下でのヒトの実験研究に依拠する。

しかし、実は SVDM での理論的背景のある実

験課題(例：ゲーム理論の課題)の利用では、

SVDM では理論と実験の融合は果たされては

いない。さらに重要なのは、NVDM と SVDM の

研究は、現在、別々に発展しているが、これ

は、発展途上が故の歴史的偶然である。従っ

て、社会知性を含む意思決定の脳機能の十全

な解明には、NVDM と SVDM を共通の基盤から

研究できるようにすることが、今後の発展に

最も重要であると考えた。その共通の基盤の

もとで、「一般化された価値意思決定の理論

に基づくモデルの構築」が最も重要であり、

そのモデルの実験検証が重要と考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、以下の二つの本研究の目的を、

融合して研究を推進する。 

目的 I： 一般化価値意思決定の数理理論と、そ

れに基づく脳数理モデル構築と仮説の提唱 

目的II：そのモデルと仮説を、NVDMとSVDMを共

通に調べられる実験課題による検証 

これらの目的はいわば究極の大目標であ

り、実現に向けた期間内の具体的な研究目標

としては、 

目標A：理論的な共通基盤としての一般化価値意

思決定（generalized VDM, GVDM）の提唱 

目標B：理論的共通基盤に対応した実験課題を用

いたfＭＲＩ実験 

を研究の中心に据えた。 

目標Ａでは、理論的な進展を生むような研

究をいくつか行った。同時に目標Ａ，Ｂを串

刺しにして、本研究の中心的研究として、「研

究成果概要」に抄録したヒトｆＭＲＩ実験を

中心とした研究を推進した。以下の「研究の

方法」「研究成果」では、この中心的研究に

ついて詳述する。 



３．研究の方法 

ヒトｆＭＲＩ実験で、もっとも基本的な価

値意思決定課題（instrumental learning 

task）を用いつつ、本人が自ら選択をする条

件と、他者の選択を予測する条件を比較した。

これにより、「自らのために報酬を予測する」

と「他者の報酬予測を予測する」という二つ

の場合について、脳内情報処理を比較した。 

モデルベースド解析と呼ばれる解析手法

を用い、価値意思決定の情報処理過程の主変

数と脳活動を対応づけることを可能にした。 

 

４．研究成果 

 研究成果は大別して二つある。一つは概要

にも報告したように、自らの報酬予測の機能

を基に、他者の報酬予測のシミュレーション

を行う部位として腹内側前頭葉が中心的役

割を示すことが分かった。 

 もう一つは、他者の価値学習をシミュレー

ションの中から学んでいく機能に関してで

ある。本来、自らの価値学習では、報酬予測

誤差を学習信号として用いた学習が行われ

ているとされている。他者の価値学習をシミ

ュレーションする際にも、他者の報酬予測誤

差のシミュレーションが腹内側前頭葉で見

られた一方で、そのシミュレーションの学習

では、他者の行動予測誤差も学習信号として

用いていることが明らかにされた。その行動

予測誤差信号は主として背外側前頭葉に存

在することを見出した。 
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